
















　安政 2 年 12 月 23 日（1856 年 1 月 30 日）に日蘭和
親条約が調印され、貿易に関しては従来の「振合」に
よることとされた。その後、この条約が批准された安



















































































オランダの「商売船」として 6 月 19 日（8月 1日－以下、
西暦の月日はゴシック体で記す）にヘンリエッテ・エ
ン・コルネリア号 Henriette en Cornelia と翌々日 6 月






















は、安政 2 年 6 月 19 日（1855 年 8 月 1 日）に、ネー
デルラント号は、6 月 21 日（8 月 3 日）に長崎港に入























タヴィアにおいて理事官（De Resident van Batavia）よ























（1837）～万延 2 年（1861）の記録である。3 冊目に
は、アメリカ船・イギリス船の積荷リストも記されて
おり、また、2 冊目には天保 15 年（1844）の阿蘭陀
風説書もみられる。薬種を中心とする抄出リストが多
いが、幕末開国期の貴重な輸入品リストといえる。安






























　6 月 25 日に「差出和解」がおこなわれた翌日 26 日
よりオランダ船からの荷揚が開始された（「両船荷

















る。この「切本帳」には縦 5 センチ程・横 4 センチ程
の長方形の裂が貼り付けてあり、各裂の右上に反物名
が明記されている。表紙に「卯七月」とあることより
7 月 8 日以降、反物目利によって作成された本方荷物











には、縦 13 ～ 3 センチ程・横 15 ～ 2 センチ程の長方
形の裂が貼り付けてあり、各裂の右上に反物名が明記
されている。この「切本帳」は表紙に「卯九月」とあ
るが、8 月 28 日に「品代并脇荷商人見せ」がおこな
われていることより、本来、この日以前に作成される
ものであったと考えられる（表 1 中のＤ 2、図 2 参照）。
　「切本帳」は商人によっても作成されている。長崎









記入されたものである（表 1 中のＤ 3、図 3 参照）。見




8 月 28 日の「品代并脇荷商人見せ」以前から作成が
開始され、表紙に「卯九月拂」「卯三四番割」（＝卯年









































　荷揚は、その開始の 6 月 26 日より数えてほぼ 2 ヶ





8 月 12 日には長崎奉行が輸入品の見本に一通り目を
通す「大改」がおこなわれている。また、壱番船の荷
揚が終了した8月25日より「脇荷商人見せ」がはじまっ
ている。そして、9 月 6 日より輸入砂糖の風袋に関す
る手続きが始まり、9 月 12 日・13 日にかけて「風袋引」
の計量がおこなわれた。
　オランダ商館では、荷改の結果の内、本方荷物内の反
物類については、8月27日（7月 15日）の日付で Pakhuis 
rekening Japan 1855.（日本商館倉庫商品計算帳）（16）の付
録文書群 Bijlagen Pakhuis rekening Japan 1855.（17）に含
まれている Bijlaag No. 3（付録文書 3 番）に記している
（表 1 中のＥ 1 参照）。また、suiker（砂糖）・sapanhout
（蘇木）・peper（胡椒）等、本方荷物内の秤量品目に
ついては、同帳簿の Bijlaag No. 4（付録文書 4 番）に 9













ランダ側史料の Komps rekening courant Japan 1855.（日
本商館本方勘定帳）（18）の付録文書群である Bijlagen 
Komps rekening courant Japan 1855.（19） には、10 月 31
日（9 月 21 日）の日付で本方荷物（Bijlaag No. 3）（表
1 中のＦ 1 参照）・将軍の注文品「御用御誂物」（Bijlaag 
No. 4）（表 1 中のＦ 2 参照）・紅毛船追売（Bijlaag N
o. 5）






ぞれ Rekening van den Aparten Handel 1855.（別段商法
勘定帳）（20）（表 1 中のＦ 4 参照）と Rekening van den 
Nieuwen Aparten Handel 1855.（新規の別段商法の勘定
帳）（21）（表 1 中のＦ 5 参照）の借方に輸入商品名とそ
の販売量・価格・価額を、貸方には樟脳とその販売
量・価格・価額を 10 月 31 日（9 月 21 日）の日付で
記している。さらに、Kambang rekening courant Japan 
1855.（日本商館脇荷勘定帳）（22）の付録文書群である
Bijlagen Kambang rekening Japan 1855.（23） 内の Bijlaag 
No. 9（表 1 中のＦ 6 参照）には、10 月 31 日（9 月 21 日）
の日付で将軍の注文品「御用御誂物」以外の注文品に
ついて商品名・販売量・価格・価額が記されている。（24）
なお、これらの取引の記帳日となっている 10 月 31 日
（9 月 21 日）は出島商館の帳簿期末日である。
　また、脇荷物に関する取引史料の一部とみられ
る も の が あ る が（ Ｆ 7：Kambang rekening van den 




日から 8 月 20 日にかけて頻繁におこなわれており、
御用御誂物が「解出」後、早急に長崎会所に運ばれて
いることがわかる。さらに、「御代官并町年寄所望之
品会所渡し」「町年寄所望之品会所渡」が 7 月 25 日か




　9 月 13 日から 22 日の間に行われたと思われる「直
組」によって、オランダ商館から長崎会所に販売され
た本方荷物や別段商法・別段持渡り・新規の別段商法
の荷物は、9 月 22 日に会所において日本商人（＝本
商人、落札商人）による入札がおこなわれた（卯四番
割）。脇荷物に関しては、それより前の 9 月 16 日から
18 日にかけて、品代り荷物に関しては、9 月 21 日に
入札がおこなわれた（卯三番割）。脇荷物や品代り荷
物に関しては 9 月 24 日より、本方荷物に関しては、9
月 25 日より順次、商人に荷渡され、10 月 16 日には終
了している。また、紅毛船追売や紅毛船臨時貰など「卯



























取引結果〕（表 1 中のＧ 2 参照）
〇「安政二卯三番割　卯紅毛船品代り荷物見帳」（長
崎歴史文化博物館収蔵）：〔品代り荷物の取引結果〕（表



























記録した史料として、1856 年 7 月 28 日（出島）付の






















Ｅ 1：「本方荷物」（反物）の荷改結果＜ Pakhuis 
rekening Japan 1855.（日本商館倉庫商品計算帳）
の付録文書群 Bijlagen Pakhuis rekening Japan 1855.
内、Bijlaag No. 3（付録文書 3 番）＞
Ｅ 2：「本方荷物」（秤量品目）の荷改結果＜同帳簿内、
Bijlaag No. 4（付録文書 4 番）＞
Ｆ 1：「本方荷物」の取引＜ Komps rekening courant 
Japan 1855.（日本商館本方勘定帳）の付録文書
群 Bijlagen Komps rekening courant Japan 1855. 内、
Bijlaag No. 3（付録文書 3 番）＞
Ｆ 3：「紅毛船追売」・「紅毛船臨時貰」の販売＜同帳簿内、
Bijlaag No. 5（付録文書 5 番）＞
Ｆ 4：「別段商法」・「別段持渡り」の取引＜ Rekening 
van den Aparten Handel 1855.（別段商法勘定帳）＞
Ｆ 5：「新規の別段商法」の取引＜ Rekening van den 









Ｈ：「 献 上・ 進 物 品 」・「 進 物 残 品 」 の 販 売 ＜



























〇 <9>：Ａ：「送り状」に '50 ps. Turksche hamans'、Ｂ：
「提出送り状」に '50 〃（=stukken） Roode Haman' と記
10























〇本方荷物の品物は、<1> ～ <9> 染織品（<1> ～ <4>
毛織物・<5> ～ <9> 綿織物）・<10> 象牙・<11> 丁子・
<12> 胡椒・<13><23> 錫・<14><18><22> 蘇木・<15>








については、Ｅ 1：Pakhuis rekening Japan 1855.（日本
商館倉庫商品計算帳）の付録文書群 Bijlagen Pakhuis 
rekening Japan 1855.内のBijlaag No. 3（付録文書3番）に、
秤量品目については、Ｅ 2：同帳簿内の Bijlaag N
o. 4（付
録文書 4 番）によって確認することができる。
　毛織物類（表 1 の <1> ～ <4>）では、荷改でそれぞ
れ若干寸法が短く記録されているが、反数には変更は

















〇 <23>： 新 規 の
別 段 商 法（voor 
den nieuwen aparten 
handel）の品物 '700 






が表 3 である。この表 3 からわかるように、<10>（Ｎ）













したものが表 4 である。なお、この表 4 では、後述す
るオランダ側の販売記録である表 5 で示すＦ 1：「本
方荷物」の取引＜ Komps rekening courant Japan 1855.
（日本商館本方勘定帳）の付録文書群 Bijlagen Komps 













　本方荷物に関して上記のＦ 1：Komps rekening 
courant Japan 1855.（日本商館本方勘定帳）の付録
文 書 群 Bijlagen Komps rekening courant Japan 1855.
内、Bijlaag No. 3（付録文書 3 番）、Ｆ 4：Rekening van 
den Aparten Handel 1855.（別段商法勘定帳）、Ｆ 5：
Rekening van den Nieuwen Aparten Handel 1855.（新規
の別段商法の勘定帳）とＧ 1：「安政二年　落札帳」を





















2.3 ～ 6.1 倍、綿織物が 1.3 ～ 4.4 倍を示しており、秤




















して表 5 で得た販売価格と比較して示したのが表 6 で
ある。この表からわかるように比較できる 32 項目の





｢丁子 ｣が 2.7 倍を示している程度であったことに比べ
るとかなりの収益が見込まれていることがわかる ｡（30）
（5）「紅毛船追売」・「紅毛船臨時貰」
  本方荷物の内、「卯五番割」（入札：12 月 9 日～ 11 日、
荷渡：13 日）で取引された「紅毛船追売」・「紅毛船
臨時貰」について、日蘭の取引史料（Ｆ 3：Komps 
rekening courant Japan 1855.（日本商館本方勘定帳）の
付録文書群 Bijlagen Komps rekening courant Japan 1855.






























「銀銭」は、表 1 に示したように荷揚の 2 日目にあた







ふれたが（9 月 6 日・12 日・13 日）、「風袋引」以前
































表 5　安政 2年（1855）オランダ船 2艘（Henriette en Cornelia, Nederland）本方荷物の取引
17
18




































Ｂ：「提出送り状」＜ Opgegeven Factuur ＞
Ｃ 2：「積荷目録」＜「嘉永七寅年 唐紅毛差出」（神戸
市立博物館所蔵）＞
Ｆ 2：「御用御誂物」の販売＜ Komps rekening courant 
Japan 1855.（日本商館本方勘定帳）の付録文書
群 Bijlagen Komps rekening courant Japan 1855. 内、
Bijlaag No. 4（付録文書 4 番）＞
Ｆ 6：「御用御誂物」以外の「誂物」の販売＜ Kambang 
rekening courant Japan 1855.（日本商館脇荷勘定帳）
の付録文書群 Bijlagen Kambang rekening courant 


































　Z: M: den Keizer ～十三代将軍徳川家定
　Z: M: den Landsheer van Fidsen ～	佐賀藩主鍋島肥前
守直正カ


























　11 年前の天保 15 年（1844）の事例では、「釼付筒」
が 1 丁 14.9 カンバンテール（50 丁）の販売で、仕入
値に対して売値が 62.61 倍を示していた。（38）このこ





























なお、前年の阿蘭陀通詞の注文書の表紙 'De eisch van 
het Tolken Collegie voor het aanstaande jaar 1855.' の 'De 
eisch' と 'van' の間に別筆（恐らくオランダ人であろう）








































































　安政 2 年の前年には、長崎地役人等の注文書として De 
eisch van de Wel Edel Heeren Rentemeester, Kommissaris 
der Geldkamer en Opperburgemeesters voor het aanstaande 
jaar 1855.（来たる 1855 年に向けての代官、長崎会所
調役、町年寄の注文）（46）が作成されており、この中
には、「代官 高木作右衛門様用」10 品目、「長崎会所
調役 福田猶之進様用」24 品目、「長崎会所調役 久松
土岐太郎様用」14 品目、「町年寄 高嶋作兵衛様用」30


















rekening courant Japan 1855.（日本商館本方勘定帳）の
付録文書群 Bijlagen Komps rekening courant Japan 1855.
内の Bijlaag No. 4（付録文書 4 番）に照合する形で表
11 として示しておく。
　この表 11 からわかるように、「海黄」・「奥嶋」・「金
巾」では、「御用御誂物」になったものの 16 ～ 42％
が売りに出されている。また、「御用御誂物」として
購入された価格に対して、「御用残り」としての売り























員の間で個人貿易協会 Particuliere Handelsociëteit を設
立して一括運営をおこなうことを計画し、文政 10 年








この賃借人による脇荷貿易は 1854 年（嘉永 7）まで
つづいたが、政庁と賃借人との間で結ばれた契約の満
期を迎える前年の 1855 年（安政 2）、オランダ国王の
裁可をへて賃借人の脇荷貿易は解約され、政庁主導の
もとで脇荷貿易がおこなわれることになった。しかし、







　安政 2 年の脇荷貿易に関しては、まず前年嘉永 7
年（1854）に日本側からオランダ側に発注された阿蘭
陀通詞作成の注文書 De eisch van de Kambang goederen 

























陀通詞によって注文書 De eisch van den Ruiling handel 






























Ｆ 7：	「政庁の貿易代理人の脇荷勘定帳」＜ Kambang 



























































きたい（表 18）。表 16 と表 18 を照合することにより
表 16 の「積荷目録」に記された「硝子器」「小間物類」
「焼物類」「薬種類」「皮類」などの具体的日本側商品























　それに対して、前年の嘉永 7 年（1854）の Kambang 
rekening van den Pachter 1854.（賃借人の脇荷勘定帳）（57）






ことから考えて、恐らく、安政 2 年（1855）のＦ 7：
「政庁の貿易代理人の脇荷勘定帳」Kambang rekening 
van den Gouvernement's Agent voor den handel 1855.






Kambang rekening van den Pachter 1854.（賃借人の脇荷
勘定帳）によれば、嘉永 7 年（1854）の脇荷取引は、
83,229.814 カンバンテール、脇荷取引以外の取引では、
Algemeene Ligting（除き物）の取引で 24,280.68 カン
バンテール、阿蘭陀通詞小川慶右衛門（除き物）の取
引 10 カンバンテール、阿蘭陀通詞北村元助（除き物）






は、全体の 59% を占め、残りの 41% が脇荷取引以外
の取引であったといえる。
　単純に比較することは控えなければならないが、
安政 2 年の Algemeene Ligting（除き物）の取引が
表 17  安政 2年（1855）オランダ船 2艘（Henriette en Cornelia, Nederland）品代り荷物（反物類）
32


























































































おり、また、同勘定帳の baijlaag No. 6（付録文書 6 番）




























荷取引時の 6 割 5 分になっている。（62）脇荷取引では、
上述の如く、商人落札価額から、その 3 割 5 分は長崎
会所に収められることになっていたが、その 3 割 5 分
を引いた残りの 6 割 5 分が「除き物」の取引値段とさ
れていたのである。すなわち、オランダ人にとっては、
同じ品物で同じ収益が得られ、「除き物」で購入する
特権階級の日本人にとっては、本商人より 3 割 5 分安
値で入手することができた訳である。
　表 1 にみられるように、脇荷物の入札（9 月 16 日
～ 18 日）終了前に、「御代官并町年寄所望之品会所渡」
（7 月 25 日・8 月 1・13 日）・「町年寄所望之品会所渡」
（8 月 3・11・15・30 日）・「御調并願請之品引分会所渡」












含めて安政 2 年の取引額は、136,644.2653 カンパニー
テール（182,192.3537 グルデン）であり、天保 15 年
（1844）以降では最高額を記録している。それに対して、




であり、安政 2 年の取引額は、324,317.24 グルデン
44
表 19　1844（天保 15）～ 1856（安政 3）本方荷物の取引規模 （単位：テール）




る。翌安政 3 年には、御用御誂物として、1,158.48 グ
ルデン（868.8 カンパニーテール）のみの取引額であり、








24,361.68 カンバンテール）で、合計 141,066.372 カン
バンテールとなり、安政 3 年の脇荷物の全ての取引額
（175,994.98 カンバンテール）の 45 に相当する。嘉永 7
年を参考に、安政 2 年の脇荷物の内の「除き物」の取
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Archief, nr. 1864 (Aanwinsten, 1910, I: No.226). (Tōdai-Shiryō 
Microfilm: 6998-1-134-31).
(21) Rekening van den Nieuwen Aparten Handel 1855. MS. N.A. 
Japans Archief, nr. 1868 (Aanwinsten, 1910, I: No.230). (Tōdai-
Shiryō Microfilm: 6998-1-134-35).
(22)  Kambang rekening courant Japan 1855. MS. N.A. Japans Archief, 
nr. 1889 (Aanwinsten, 1910, I: No.267). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 
6998-1-135-16).
(23) Bijlagen Kambang rekening Japan 1855. MS. N.A. Japans 
Archief, nr. 1889 (Aanwinsten, 1910, I: No.282). (Tōdai-Shiryō 
Microfilm: 6998-1-135-31).
(24)	 政庁の貿易品である本方荷物をめぐっての取引に関して
は、Komps rekening courant Japan.（日本商館本方勘定帳）
と Kambang rekening courant Japan.（日本商館脇荷勘定帳）
があり、脇荷物の取引については、独立した別の帳簿が作
成されていた。例えば、本稿で後述する Kambang rekening 
van den Pachter 1854.（賃借人の脇荷勘定帳）や Kambang 




引されるようになって 2 年目の 1856 年からである。
	 　なお、帳簿類で使用されるカンパニーテール compagnie 
theil は、日本側で本方銀、カンバンテール kambang theil は、
日本側で脇荷銀と称された。本稿で使用するカンパニー
テール compagnie theil、カンバンテール kambang theil、グ
ルデン guldenの換算は以下の通りである。1カンパニーテー
ル＝ 1 グルデン、1 カンバンテール＝ 1.6 グルデン、1 カ
ンバンテール＝ 1.2 カンパニーテール。
(25) Kambang rekening van den Gouvernement's Agent van den 
handel 1855. MS. N.A. Japans Archief, nr. 1871 (Aanwinsten, 
1910, I: No. 291) (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-135-41).
(26)	 片桐一男『阿蘭陀通詞の研究』（吉川弘文館、昭和 60 年）
260 頁参照。
(27) Geschenken en Jedosche Verkoop Japan 1856. MS. N.A. Japans 
Archief, nr. 1829 (Aanwinsten, 1910, I: No.216). (Tōdai-Shiryō 
Microfilm: 6998-1-134-21).
(28) 前年、嘉永 7 年 (1854) には、阿蘭陀通詞によって、Notitie 




れている。一例として冒頭に記されている Laken Schairood 
（猩々緋）についてみると次のごとくである。
	 	 10 stuks  Laken Schairood          　　　　　per ikje T. 10:-
  　Van dit artikel is de kwaliteit niet zelden onvolkomen; 
zoo moet de kleur hoogrood en glanzig en de rand zwart 
ruig en breed zijn.







ていることより、いかに当時の日蘭貿易 ( 本方取引 ) が
定例化した取引であったか窺い知ることができよう。( 出
典：Notitie van de Koopmanschappen voor het aanstaande jaar 
1855. Bijlagen verslag 1854. MS. N.A. Japans Archief, nr. 1730 
(Aanwinsten, 1910, I: No. 104)(Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-
1-131-3).)
(29) 註 (4) 参照、235 頁。
(30) 拙稿「江戸時代後期における出島貿易品の基礎的研究－天
保 15 年 (1844) を事例として－」（『鶴見大学紀要』第 54













交流資料集（一）（日蘭学会、昭和 55 年）17 頁参照。
(35) 拙著『日蘭貿易の構造と展開』（吉川弘文館、平成 21 年）
100 ～ 103 頁参照。
(36) 註 (23) 参照。なお、ネーデルラント号の「送り状」（註 (9)
参照）には、'1 ordinair tapijt'（並の毛氈　1 枚）'f. 180'（180
グルデン＝ 112.5 カンバンテール）が記されており、本品
が最終的に荒尾のものになった可能性が高い。
(37) 拙著『日蘭貿易の史的研究』（吉川弘文館、平成 16 年）の「第
7 章　オランダ船の海黄輸入」参照。
(38) 註 (30) 参照、35 頁。
(39) 註 (30) 参照、35 ～ 40 頁。
(40) 例年作成された「注文書」Eisch が全て現存していないの
で明らかなことは言えないが、少なくとも De eisch van de 
Rijksgrooten voor het aanstaande jaar 1850.（来たる 1850 年に
向けての幕府高官の注文）には、1,000 丁のゲヴェール銃が
注文されている。そして、その後、嘉永 4 年（1851）に 250 丁、
さらに同 5 年（1852）に 250 丁誂物として持ち渡られてお
り、その次は本稿で考察している安政 2 年（1855）の 6,000
丁の輸入であった。（出典：De eisch van de Rijksgrooten 
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voor het aanstaande jaar 1850. Verslag 1849. MS. N.A. Japans 
Archief, nr. 1724 (Aanwinsten, 1910, I: No. 99). (Tōdai-Shiryō 
Microfilm: 6998-1-130-24). Bijlagen Kambang rekening Japan 
1851. MS. N.A. Japans Archief, nr. 1885 (Aanwinsten, 1910, I: 
No.278). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-135-27). Bijlagen 
Kambang rekening Japan 1852. MS. N.A. Japans Archief, nr. 
1886 (Aanwinsten, 1910, I: No.279). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 
6998-1-135-28).)
(41) 註 (35) 参照、138 頁参照。
(42) 註 (35) 参照、334 ～ 338 頁参照。
(43) 「誂物」の取引枠は 10,000 グルデンであったと考えられる。
脇荷貿易に関して、賃借人とバタヴィア政庁との間で例年、






	 とあり、誂物の取引枠が 10,000 グルデンであったことがわ
かる。（拙稿「賃借人の脇荷貿易について－天保 10 年（1839）
～同 14 年（1843) を事例として）－」（『鶴見大学紀要』第
57 号第 4 部、令和 2 年）4 頁参照）なお、この契約書の文
言は、1835 年（天保 6）から 1848 年（嘉永元）まで確認
することができる。
(44) 註 (4) 参照、241 頁。
(45) 註 (30) 参照、41 頁。
(46) De eisch van de Wel Edel Heeren Rentemeester, Kommissaris 
der Geldkamer en Opperburgemeesters voor het aanstaande jaar 
1855. Bijlagen verslag 1854. MS. N.A. Japans Archief, nr. 1730 
(Aanwinsten, 1910, I: No. 104) (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-
1-131-3).
(47) 永積洋子「オランダ商館の脇荷貿易について－商館長メイ
ランの設立した個人貿易協会（1826 － 1830 年）－」（『日





と誂物－」（『比較文化研究』第 22 号、令和 2 年）24 頁参照。
(50) De eisch van de Kambang goederen voor het aanstaande jaar 
1855. Bijlagen verslag 1854.  MS. N.A. Japans Archief, nr. 1730 
(Aanwinsten, 1910, I: No. 104) (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-
1-131-3).
(51) Waarschuwing. Bijlagen verslag 1854.  MS. N.A. Japans Archief, 
nr. 1730 (Aanwinsten, 1910, I: No. 104) (Tōdai-Shiryō Microfilm: 
6998-1-131-3).
(52) 註 (49) 参照、21、32 ～ 33 頁参照。前掲拙稿「賃借人の脇
荷貿易について－天保 10 年（1839）～同 14 年（1843）を
事例として－」25 頁参照。
(53) De eisch van den Ruiling Handel voor het aanstaande jaar 1855. 
Bijlagen verslag 1854.  MS. N.A. Japans Archief, nr. 1730 
(Aanwinsten, 1910, I: No. 104) (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-
1-131-3).
(54) Waarschuwing voor den Ruiling Handel. Bijlagen verslag 1854. 
MS. N.A. Japans Archief, nr. 1730 (Aanwinsten, 1910, I: No. 
104) (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-131-3).
(55) 前掲拙稿「賃借人の脇荷貿易について－天保 10 年（1839）
～同 14 年（1843）を事例として－」3 頁（1839 年度用の
契約書「第 7 条」）参照。J. A. ファン・デル・シェイス著・
小暮実徳訳『シェイス オランダ日本開国論』360 ～ 361 頁





(57) Kambang rekening van den Pachter 1854. MS. N.A. Japans 
Archief, nr. 1871 (Aanwinsten, 1910, I: No.291). (Tōdai-Shiryō 
Microfilm: 6998-1-135-40). 
(58) 註 (4) 参照、404 頁。
(59)	 註 (4) 参照、438 頁。
(60) 註 (23) 参照。 
(61) 前掲拙稿「賃借人の脇荷貿易について－天保 10 年（1839）
～同 14 年（1843）を事例として－」7 頁参照。
(62) 例えば、セメンシーナは、脇荷取引では、1 斤に付き 1
貫 870 匁で落札されている。それに対して、Algemeene 
Ligting（除き物）では、Semen Chinae は 1 斤 121.55 カンバ
ンテール（＝ 1 貫 215 匁 5 分）で取引されている。すなわ
ち、Algemeene Ligting（除き物）の取引価格は、落札価格
の 6 割 5 分（1 貫 870 匁 ×0.65 ＝ 1 貫 215 匁 5 分）である
ことがわかる。（表 18 の (291)、註 (25) 参照）. 
［付記］
　本稿作成にあたっては、東京大学史料編纂所共同研究員イサ
ベル・田中・ファンダーレン氏に数々の御教示を頂きました。
記して深甚なる謝意を表します。
